
ICT 活用 TIPS 文章を書くための思考ツール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 
（台数） 

スマホ タブレット ＰＣ その他 学
習
場
面 

一

斉 

個

別 

協

働   ○ 提示なら大型提示装置 

教師用１台、生徒用は１人１台やグループに１台 ○ ○ ○ 

授業実施時に必要な環境→ インターネット接続 ○ １人１台端末 ○ 

活用が想定
される校種 

小 中 高 特 活用が想定される教科・科目等 国語等 

○ ○ ○ ○ 活用が想定される場面 個人学習、協働学習 

 

 
 

機器 PC 

ソフトウェア（アプリ） 

 ロイロノート・スクール（Web 版） 

 

何を使う 

 

・カードとして表示される様々な情報をつなげて、考えを可視化するソフトウェ

アである。 

・考え等を書いたカードを並べ直すことで、児童生徒が自分の考えを整理するこ

とができる。 

・整理した考えを保存することで、児童生徒が自分の考えを振り返るとともに、

教員が児童生徒の学習の見取りを行うことができる。 

それをどう使う（それで何ができる） 

 

中学校 国語科 「体験したことを文章にする」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 

○ 「春」などのキーワードから連想される言葉を書き出す。 

【 After 】 メリット 

○ 連想して画面上に入力した言葉を容易に変更できることで、多様な発想

を引き出すことや自分の考えを明確にすることができる。 

○ 連想した言葉のつながりについてPCを操作しながら可視化して考える

ことで、時間をかけずに、言葉をつなげて文章にすることができる。 

 


